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平成 21 年（2009 年）5 月 15 日 

  
Japan Society of Material Cycles and Waste Management 

No.110 
廃棄物資源循環学会 

廃棄物学会は、2008 年 12 月 1 日から一般社団法人廃棄物資源循環学会となりました 
   

  

  

    
 廃棄物資源循環学会誌第 20巻第 1号にて告示のとお

り、平成 21 年度一般社団法人廃棄物資源循環学会社員

総会を下記により開催いたします。 
1 開催日時：平成 21 年 5 月 25 日(月) 
  総   会 14:00～14:50
  学会各賞表彰式 15:00～15:10
  学会賞受賞記念講演 15:15～15:45
  学会創設 20 周年記念特別講演 16:00～17:00
  学会創設 20 周年記念式典 17:10～17:45
  祝 賀 会 18:00～20:00
2 開催場所：川崎市産業振興会館 
 総会は、学会の事業活動と運営について、会員各位

にご審議いただく最も重要な会議です。 

  今回は、旧廃棄物学会と新学会の平成 20 年度事業報

告と決算報告、及び平成 21 年度事業計画(案)と収支予

算(案)について、ご審議をお願いします。 
 ご都合でどうしても参加できない正会員の方は、別

途送付の総会資料に綴じ込んである委任状の提出をお

願いいたします。(5 月 24 日必着)。定款第 34 条の規程

により、総会の成立要件として、正会員の 4 分の 1 以

上の出席が必要とされております。ご協力をお願い致

します。 
 総会終了後には、平成 20 年度一般社団法人廃棄物資

源循環学会賞表彰式、学会賞受賞記念講演、並びに学

会創設 20 周年記念特別講演、学会創設 20 周年記念式

典、祝賀会を開催しますので、併せてご参加をお願い

いたします。 
総会会場案内図 
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■□ 企画運営委員会 ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
平成 20 年度市民と学生のためのセミナー開催報告 平成 21 年 1 月 22 日 

  
 平成 21 年 1 月 22 日（木）、これからの焼却残さの利

用と循環型社会における最終処分場の役割について考

える機会とするために、「ごみはよみがえる－焼却残

さのエコセメント再生利用－」をテーマに、平成 20 年

度市民と学生のためのセミナーが、講演会と見学会の 2
部構成で開催され、32 名の参加があった。 
 第１部の講演会は青梅商工会議所会議室にて川本克

也氏（国立環境研究所）の開会あいさつで始まり、続

いて小野田弘士氏（早稲田大学環境総合研究センター

准教授）から、「循環型社会構築に向けた焼却残さの資

源化」をテーマに、一般廃棄物処理の変遷と焼却残さ、

一般廃棄物処理システムの BAS（Best Available
System）評価等についてケーススタディを交えて講演

いただいた。ごみ処理システムの改善によって環境負

荷削減効果は得られるものの、自治体単位ではほとん

ど経済的メリットは生み出せない等、近隣自治体との

合同処理等による広域処理の必要性を紹介いただい

た。 
 引き続いて東京たま広域資源循環組合の取組につい

て前川宏氏（同組合参事）より、焼却残さのエコセメ

ント化施設建設までの経緯についてご講演いただい

た。本組合は自治体として日本で初めて焼却残さのセ

メント化事業に取り組み、埋立量の 6 割を占める焼却

灰のエコセメント化によって、処分場の使用見込み期

間が 30 年間以上（計画では 16 年間）になり、最終処

 分場の延命化に貢献するとともに、循環型社会の実現

に寄与していること等が紹介された。 
 第２部の見学会は、バスで移動し、東京たま広域資

源循環組合二ツ塚処分場内に設置されたエコセメント

化施設で行われた。はじめに施設紹介ビデオが上映さ

れ、その後施設内の見学と製品（エコセメント）の利

用状況等について、担当者より説明が行われた。参加

者からは、製品の規格と品質、利用状況等について多

くの質問が出され、エコセメント化事業に対する関心

の高さが伺われた。 
 今後とも多くの市民、学生の皆さんに参加いただけ

るセミナーを企画・開催のために、ご意見を頂けるこ

とをお願いします。 
（企画運営委員会企画部会 大塚康治）

 
■□ 企画運営委員会 ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
平成 20 年度技術セミナー開催報告 平成 21 年 3 月 11 日 

  
 平成 21 年 3 月 11 日（水）に、平成 20 年度廃棄物資

源循環学会技術セミナーを「クリティカルメタルの資

源と循環システム」と題し、秋田県大館市にて開催し

た。 
 中村崇氏（東北大学教授）からセミナーと同題目の

基調講演を受け、近年話題のレアメタルのみならず

ベースメタルも含めたクリティカルメタルという考え

方とそれを取り巻く状況、さらに「こでん*」収集プロ

ジェクトの紹介を通してのレアメタルリサイクルの現

状について解説いただいた。 （*小型で使われなくなった電子機器）

 続いて（株）エコリサイクルの廃家電リサイクル施

 設見学を行った。全体説明の後、廃家電の受入、手分

解、破砕、選別の各工程を見学した。なお、冷蔵庫の

断熱材フロンは、隣接するエコシステム秋田（株）の

ロータリーキルン式焼却炉の燃焼空気に混合して処理

する方式がとられていた。 
 昼食を挟んで隣町の小坂町へ移動して小坂製錬（株）

を訪問し、秋田県における DOWA グループのリサイク

ルネットワーク等についての説明を受けた後、関連施

設を見学した。民間施設では国内最大級の管理型最終

処分場であるグリーンフィル小坂（株）、自動車シュ

レッダーダスト等を焼却処理するエコシステム小坂

（株）、そしてリサイクル原料への対応力を高めた小坂

製錬（株）の新型製錬炉（TSL 炉）等、限られた時間

の中で多岐に渡る施設を見学した。 
 セミナーへの参加者は、定員を超える約35名となり、

この問題に対する関心の高さを伺わせた。当日はあい

にくの大雪で交通機関が乱れ、遅刻や欠席を余議なく

された申込者がおられたことは残念であったが、参加

いただいた方々にとっては大変有意義な1日となった。

（企画運営委員会企画部会 川本克也）
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■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 企画運営委員会 □■
平成 20 年度学会主催シンポジウム開催報告 平成 21 年 3 月 31 日 

  
 平成 21 年 3 月 31 日（火）に、学会主催シンポジウ

ム「資源確保競争下での国際資源循環のあり方を考え

る」を、川崎市産業振興会館で開催した。参加者は約

60 名で、会場は満席となった。 
 まず基調講演として、石川雅紀氏（神戸大学教授）

から「国際資源循環とわが国の課題」と題して、この

問題のフレームワークと経済学的な観点からの問題整

 

 理、今後の取り組むべき方向をわかりやすく講演して

いただいた。 
 パネル討論では寺園淳氏（国立環境研究所）が

「E-waste と金属スクラップの越境移動と最近の状

況」、岡部徹氏（東京大学生産技術研究所教授）が「レ

アメタルの現状とリサイクルについて」、中村繁夫氏

（アドバンスト マテリアル ジャパン社長）が「レア

メタル資源の需給見通しと市場動向」、梅田靖氏（大阪

大学教授）が「持続可能な国際資源循環の成立条件」

と題して、それぞれの立場から最新の情報に基づいて

講演された。その後、石川氏を交えて、川本克也氏（国

立環境研究所）のコーディネートで質疑、討論が行わ

れた。 
 国際的な資源需要の拡大を前提に、再生資源の価格

高騰、レアメタル資源の枯渇等にわが国はどう対処す

べきかがシンポジウムの企画意図であった。結論だけ

を取り上げれば、「レアメタルは適切に管理すれば枯

渇はしない。資源問題は経済の問題である」となろう

か。非常に学際的で興味深いシンポジウムであった。

（企画運営委員会 山本耕平）

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 東海・北陸支部 □■
 平成 21 年 3 月 14 日 

  
 平成 21 年 3 月 14 日（土）10 時半より 16 時まで、

名古屋大学において、支部市民フォーラムが開催され

た。市民フォーラムは毎年 3 月に開催される支部の定

例行事で、今年のテーマは学会の名称に「資源循環」

が加わったこともあり、「資源を大切にして、エコ社会

を目指す！」であった。大学及び企業の 4 名の講師が

「ものを大切にする意識」、「ものを大切にするここ

ろ」、「食と命を大切にするこころ」を基調にした講演

を行った。 
 最初に山本芳弘氏（名古屋大学）から、「消費者の“も

のを大切にする意識”」と題してアンケート結果を交え

ながら講演をいただいた。同じ大きさの●を 2 個並べ、

それぞれの●の周りを大きさの異なる○で囲んだ場

合、不思議にも●の大きさが異なって見えた。「私たち

は身のまわりにあるものを常に他のものとの関係でと

らえている」ことが知らされた。企業からは、高級食

器メーカー（株）ノリタケの関連企業である（株）ノ

リタケボンデッドアブレーシブの山口幸男氏と三州陶

器瓦のメーカーである（株）神清の神谷昭範氏が講演

された。お二人はそれぞれの企業製品である工業用砥

石及び三州瓦の製造、再生及び資源利用に関する取り

組みを概説した。最後に岡山朋子氏（名古屋大学）が、

食品廃棄物から堆肥をつくり、野菜を食卓へ戻す“お

かえりやさい”について、自らの市民運動の実践を交

えて話された。机上の論議だけで終わらせるのではな

く、実生活に活かす取り組みが伝わってきた。その後、

戸谷満副支部長のコーディネートで、4 名の講師が加

わった 1 時間にわたるパネルディスカッションが行わ

れた。会場からも質問が活発に出され、有意義な 1 日

を過ごすことが出来た。 
（東海・北陸支部 鈴木憲司）
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■□ 関西支部 ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
第６回廃棄物法制度に関するセミナー開催報告 平成 21 年 3 月 7 日 

  
 平成 21 年 3 月 7 日（土）、三宮研修センター会議室

にて、「第6回廃棄物法制度に関するセミナー ～循環

型社会・低炭素社会の実現のために、廃棄物行政が目

指すもの～」が開催され、90 名が参加した。 
 講師には橋詰博樹氏(環境省)を招き、前半は循環型社

会形成推進計画ならびに廃棄物処理施設整備計画の話

を中心に、各取組指標に対する目標達成計画の提示、

従来の施策に 3R 化の基盤作りを加味した一般廃棄物

対策、高効率ごみ発電設備の導入推進等の廃棄物分野

における温暖化対策、及び平成 21 年度の一般廃棄物関

係予算の骨子についての解説が行われた。後半は産業

廃棄物の適正処理の推進を目的に、構造改革も視野に

入れた今後の廃棄物処理制度に関する検討課題の説明

が行われた。課題は多層化・複雑化しており、講演者

の「廃棄物行政は微妙なバランスの上に成り立ってお

り、良さそうな施策にみえてもどこかで副作用が出て

しまう。相互理解を深めて少しでもよい方向に持って

いきたい。」の言葉が印象に残った。 
 講演後、昨年と同様に参加者から事前に頂いた質問

 を内容別に整理し、それらに対し講演者が回答する形

で行われた。中には厳しい質問（あるいは要望）が向

けられたが、一つ一つ丁寧に応対して頂き、資料集に

はない、講演者ならびに参加者の廃棄物行政に対する

思いを交わす貴重な時間となった。 
 なお、本セミナーでは今回の資料集とともにバック

ナンバーの販売も行っています。入手を望まれる方は

関西支部にお問合せ下さい。 
（関西支部 長澤松太郎）

 
【お知らせ】 

 
平成 21 年度「廃棄物・海域水環境保全に
係る調査研究助成事業」の公募について 

大阪湾広域臨海環境整備センター 
１ 趣旨 
「廃棄物・海域水環境保全に係る調査研究助成事業」は、

大阪湾広域臨海環境整備センター（以下「センター」とい

う）が公益事業の一環として実施するもので、大学・研究

機関等における調査研究に助成を行い、その成果を通じて、

廃棄物の適正処理による循環型社会の形成推進及び大阪湾

の環境保全･創造に寄与をすることを目的としています。 
２ 公募の概要 
募集期間 ：平成 21 年 5 月 1 日～6 月 5 日 
過去の助成実績 ：平成 19 年度 10 名、平成 20 年度 12 名 
助成限度額 ：200 万円/件 
詳しくは、下記の URL の案内をご覧いただき、センター

より委託を受けた（財）廃棄物研究財団に期間内に所定の

書類を提出してください。 
⇒http://www.jwrf.or.jp/ 
（(財)廃棄物研究財団の「お知らせ」をご覧ください） 
事務局：（財）廃棄物研究財団 
〒130-0026 東京都墨田区両国3-25-5 JEI両国ビル8F 
TEL 03-5638-7163、FAX 03-5638-7164 
E-mail phoenix@jwrf.or.jp 担当者：町田 
  

廃棄物学会ニュース No.110 平成 21 年 5 月 15 日発行
一般社団法人廃棄物資源循環学会 
〒108-0014 東京都港区芝 5-1-9 豊前屋ビル 5F 

Tel.03-3769-5099 Fax.03-3769-1492 http://jsmcwm.or.jp
印刷媒体は古紙を配合した再生紙を使用しています

 

会 員 状 況 H21.3.31 現在 
( )内は、H20.4.1 以降の増減

正 会 員 2,811 (-146)
学生会員 256 (±0)

外国人会員（DM） 23 (+4)
登録団体市民会員 7 (+2)

公益会員 97 (-2)
賛助会員 129 (-13)

計 3,323 (-155)
注）外国人会員(DM)は、廃棄物学会外国人等会員規程第 4 条に定める会員を示す。 
 

事務局だより：会員向けのメールニュースの配信を始めます 
 全学会員が学会運営の情報や各種の学術イベント等の

情報を、タイムリーに共有できるようにするため、会員向

け（限定）のメールニュースの配信を試行します。メール

ニュースの配信先アドレスは、会員台帳登録のものを使用

します。まだ登録がお済みでない会員の方は、学会事務局

名簿管理係（ ）までお知らせくだ

さい。このメールニュースサービスは、専用の配信サーバ

を使用し、会員の皆様に、お知らせするニュースが発生す

るたび、随時配信していきます。別途お知らせするパス

ワードを使用することにより、過去に配信したメール

ニュースの内容も確認できるようになります。本「学会

ニュース（年 6 回発行）」とあわせて、「メールニュース

（随時配信）」もよろしくお願いします。  （松本礼史） 
 
5 ⽉ 25 ⽇~26 ⽇は､学会事務局は総会のため不在になります｡ 

 

次号（学会ニュース No.111）は 7 月 7 日発行予定です。 
※学会ニュースはホームページに掲載しています。印刷版の郵送 
 が不要になった場合には、事務局までご連絡ください。 

 


